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はじめに

令和６年度は、当財団の基幹事業である下記２事業を実施した。

・千葉競輪（２５０競走）競輪競技実施事業

・オフロード競技およびトラック競技を中心とした自転車競技振興事業

競輪競技実施事業については、公営競技である競輪の新たなコンテンツである

千葉競輪２５０競走（通称：ＰＩＳＴ６）の競輪競技実施業務を実施し、競輪業

界の発展と活性化の一助を成した。

自転車競技振興事業については、千葉県千葉市に新たにオープンした「ＰＩＳ

Ｔ６ ＰＵＭＰＴＲＡＣＫ ＣＨＩＢＡ」を活用したオフロードサイクルの普及

事業、また「ＰＩＳＴ６サイクルクラブ」などのトラック事業を中心とした自転

車競技の普及、自転車競技者の育成事業を実施した。

令和７年度も千葉競輪（２５０競走）での競輪競技実施事業、また自転車競技

振興事業を中心に実施し、関連団体との連携を強化し、日本における競輪および

自転車競技をさらに発展させるべく事業を実施していく。
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第１部 自転車競技法に基づく競輪競技実施事業

１．競輪競技実施運営事業

競輪開催における審判業務、競輪に使用する自転車の競走前の検査、競輪開催

に出場する選手の検査および管理、競輪開催の競走番組の編成に関る競輪実施事

務を公正安全かつ円滑に実施する。

また、当該事業を実施していくにあたり、適切な執務体制、環境整備を行い、

事業に携わる人員の育成のためライセンス取得、業務訓練、業務研修等を行う。

（１）競輪競技実施事務

①審判業務

「競輪の審判の要領」および「競技規則」に則り、公正、安全な競走を

確保するため、円滑な審判業務を行う。

②検車業務

競走で使用する自転車について「自転車の検査の要領」に則り、厳格な

検査を行い、公正、安全な競走を確保する。

③選手管理業務

「競輪の選手管理の要領」に則り、出場選手を保護・管理し、公正、安

全な競走を確保する。

④番組編成業務

「競輪の番組編成の要領」に則り、番組を編成し、公正、安全な競走を

確保する。
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（２）競輪競技実施事務附帯業務

①職員研修の実施

自転車競技法、自転車競走競技規則、各種要領などの業務関係法令、規

則、通達等を習熟するため職員研修を実施する。

②業務連絡会議の実施

審判、検車、選手管理、番組編成各部門における業務の連絡調整、また

効率的かつ効果的な業務実施の改善研究を行うため、業務連絡会議を行う。

③事業戦略会議の実施

安定した組織運営および業務の継続的発展のため、事業戦略会議を行う。

④連絡会議の実施

安定した競輪開催の実施、競輪開催における課題解決のため、競輪施行

者、包括委託業者と連絡会議を行う。

⑤競輪関連団体との緊密な連携

安定的な競輪競技実施運営のために、公益財団法人ＪＫＡ、公益社団法

人全国競輪施行者協議会、一般社団法人日本競輪選手会等の競輪関連団体

と緊密に連携を図り、必要に応じて協議を行う。

（３）競輪関連団体が実施する競輪関連事業の実施

①公益社団法人全国競輪施行者協議会

競輪開催における出場選手の参加旅費の支払事務業務を行う。

②一般財団法人全国競輪選手共済会

競輪開催における出場選手の傷病等の災害補償に関する事務業務を行う。

③一般社団法人日本競輪選手会（以下「日競選」とする）

競輪開催時に出場選手の日競選会費の徴収および送金業務を行う。
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（４）競輪競技実施事務実施予定

6

競輪場 競輪施行者名 予定開催回数 競輪競技運営業務 競輪開催業務

千葉 千葉市 １３ 一括受託 なし



第２部 自転車競技の普及・振興事業

１．オフロード競技の普及および競技者の育成事業

日本における自転車競技の発展に不可欠であるオフロード競技（マウンテンバイ

ク・ＢＭＸ等）の普及および若年層を中心とした競技者の育成、スポーツとしての

自転車の活用促進を目的として、下記事業を実施する。

（１）ＰＩＳＴ６ ｐｒｅｓｅｎｔｓ 千葉サイクルフェスタ ｉｎ 千葉公園

千葉県千葉市のＴＩＰＳＴＡＲ ＤＯＭＥおよび隣接する千葉公園にて

開催するサイクルスポーツ普及イベント。パンプトラック体験、キックバイ

クレース、補助輪外し教室、バンク体験会、サイクルフリーマーケットな

ど総合的なサイクルスポーツ普及イベントを実施予定（実施時期調整中）。

（２）ＰＩＳＴ６ ｐｒｅｓｅｎｔｓ ＭＴＢ ｃｈａｌｌｅｎｇｅ

ｉｎ ｍａｋｕｈａｒｉ

千葉県千葉市の幕張にて実施するマウンテンバイク競技のクロスカント

リー耐久レースとクロスカントリー・ショートトラック（ＸＣＣ）の大会。

マウンテンバイク初心者や若年層を中心にマウンテンバイク競技の普及と屋

外で運動する機会の創出として実施予定（年３回実施予定、実施時期調整

中）。

（３）オフロードサイクル・キックバイク体験会

千葉県千葉市を中心に、ＢＭＸやマウンテンバイク、キックバイクの楽し

さの発信とオフロードサイクルの普及を目的とした体験会を実施予定（月１

回実施予定）。

（４）ステップアップチャレンジ

千葉県千葉市を中心に、安全啓発と運動能力向上を目的として、ゲーム感

覚で楽しみながら目標をクリアし正しい乗り方をマスターする小学生向けの

自転車レッスンを実施予定（月１回実施予定）。

（５）その他関連事業

千葉県千葉市の「ＰＩＳＴ６ ＰＵＭＰ TＲＡＣＫ CＨＩＢＡ」を活

用した事業など、オフロード競技の普及、競技者の育成に関連する事業を

実施予定（通年随時実施）。 7



２．トラック競技の普及および競技者の育成事業

トラック競技の普及および競技者の育成を目的とした事業を実施する。

（１）ＰＩＳＴ６サイクルクラブ

千葉県千葉市のＴＩＰＳＴＡＲ ＤＯＭＥにて実施するトラック競技体

験会。２５０ｍバンクの走行体験やレッスン中心に、マウンテンバイクや

ＢＭＸのレッスンも取り入れたサイクルスポーツの普及を目的として実施

予定（月１回実施予定）。

（２）ＣＨＩＢＡ２５０強化練習会

千葉県千葉市のＴＩＰＳＴＡＲ ＤＯＭＥにて、千葉県在住の高校生を

中心に競技者育成を目的とした事業を実施予定（４月から１年間実施予

定）。

（３）トラックキャンプ

千葉県千葉市のＴＩＰＳＴＡＲ ＤＯＭＥにて、中学生、高校生を対象

に競技者育成を目的とした事業を実施予定（実施時期調整中）。

３．競輪場を拠点とした地域における自転車競技の普及・振興事業

地域における自転車競技の普及と競技者の拡大を通じた地域活性化を目的とし

て、当財団関連団体が全国の競輪場で実施する自転車競技の普及・振興事業の支

援を行う。
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第３部 法人の事業運営に必要な対策

１．積極的な人材採用と人材育成

組織の安定的な運営のために、自転車競技経験者や引退した競輪選手のセカン

ドキャリアとして有能な人材を積極的に採用し、個人のスキル向上のために各種

研修を行い人材育成に努める。また、人材育成のための外部コンサルティングを

活用した研修等を積極的に実施する。

２．組織力およびマネジメント力の強化

競輪競技実施部門、自転車競技振興部門の組織力およびマネジメント力強化の

ために、マネジメント層の育成を積極的に行い、各部門の事業の精査と組織の見

直しを行う。また、マネジメント層育成のための研修等を積極的に実施する。

３．コンプライアンスの遵守・徹底

健全な財団運営のためにガバナンスを強化し、職員全員が法令順守を第一に行

動し、公正な事業運営と事業の公平性を確保する。また、コンプライアンス遵守

のための講習会を積極的に実施する。

４．個人情報の適切な管理

当財団が所有する個人情報および法人文書について、個人情報保護法等関連法

令に基づき適切に管理する。

５．事業の継続性を確保するための措置

事業の継続性と安定した運営体制を確保するため、役職員また家族の健康と安

全を守るよう引き続き必要な措置を講じる。
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